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研究成果の概要（和文）：ディルムンは、メソポタミアの周辺国の１つであり、前2000年ごろから湾岸の海上交
易を独占した王国である。現在のバハレーンが、このディルムンに比定されている。バハレーンでは、ディルム
ンが登場する以前（前4000年～前2200年）の居住の痕跡が極めて希薄であり、前2200年ごろに大規模な植民があ
ったと推定されている。では、このディルムンを築いた移住者たちは、どこからバハレーンに到来したのか？本
研究では、墓制の比較研究からディルムンの起源を研究した。ディルムン最古の古墳群と周辺地域の墓制を比較
した結果、ディルムンの系譜は、西アジアの内陸沙漠北部に暮らしたアモリ系遊牧民にたどりつくことが判明し
た。

研究成果の概要（英文）：Dikumun is a kingdom mentioned in the ancient Mesopotamian texts. This 
kingdom monopolized the gulf trade between Mesopotamia, Magan and Meluhha and flourished in the 
early 2nd Millennium BC. Dilmun is currently identied with modern Bahrain however this island was 
sparsely occupied between 4000 BC and 2200 BC. As a result, it has been argued that a large 
population immigrated to Bahrain around 2200 BC. The aim of this research is to consider questions 
regarding the origin of the Dilmunites through a comparative study of the burial traditions in 
Bahrain and neighbouring regions. In this project, Wadi as Sail, the oldest Dilmuinite burial mound 
field in Bahrain, was intensively researched. Our research revealed that the Dilmunites probably 
originated from Amorite pastoral nomads who dwelt in the northern deserts of West Asia. 
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 ディルムンは、前2000年～前1700年にかけてメソポタミアとインダス、オマーン半島を結ぶ海洋交易を独占し
繁栄した王国である。本研究以前、ディルムンの人々は東方のイランあるいはオマーンから到来したとする説が
一般的であった。しかし、私たちの発掘調査また墓制の比較研究によって、ディルムンの系譜は、西アジア内陸
沙漠に暮らしたアモリ系遊牧民にだどれることが判明した。アモリ系遊牧民は、前2200年ごろからメソポタミア
に侵入し、バビロンやラルサ、マリなどの有力都市を支配し、自らの王朝を作ったことが知られるが、私たちの
研究によって、ディルムンもアモリ人によって打ち立てられた王朝であることが判明した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
前 4千年紀後半、南メソポタミアに世界最古の文明メソポタミア文明が誕生した。しかし、
広大な沖積平野である南メソポタミアには、金属や貴石、木材、石材といった文明生活を営む
上で必要な資源が存在せず、こうした資源を周辺地域から入手する必要があった。 
ディルムンは、メソポタミアの文献資料に登場する周辺国の 1つである。この王国は、とく
に前 2千年紀前半（前 2000 年～前 1700 年）に、メソポタミア文明とオマーン半島のウンム・
ン＝ナール文明またインダス文明を結ぶペルシア湾の海上交易を独占し繁栄したことが知られ
ている。 
メソポタミアには、ディルムンを経由し、銅や錫、砂金、象牙、カーネリアン、ラピスラズ
リ、真珠、黒壇など大量の物資が運びこまれていた。いわば物流の面からメソポタミア文明を
支えたのが、このディルムンであった。現在、ペルシア湾に浮かぶバハレーン島が、このディ
ルムンに比定されている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、このディルムンの起源を考察することである。バハレーン島では、前 4000
年から前 2200 年にかけて、すなわちディルムンが登場する直前の時期の居住の痕跡が極めて希
薄である。この時期の集落遺跡は皆無であり、墓に関してもジェムデット・ナスル式の土器を
伴った土坑墓がたった 1基確認されているに過ぎない。 
しかし、前 2200 年を過ぎると、バハレーン島に集落遺跡が出現するとともに、突如として圧
倒的な数の古墳が築造されるようになる。その後、500 年の間に築造された古墳の総数は、7
万 3千基にものぼる。 
このため、多くの研究者が、それまでほぼ無人の土地であったバハレーン島に、前 2200 年頃
に大規模な植民があったと推定している。では、この移住者たち、のちにディルムン文明を築
き上げる人々は、どこからバハレーン島に到来したのか？この問いを考古学的に検討すること
が、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究では、バハレーン島内陸部にあるディルムンの人々を葬った古墳群の 1 つワーディ
ー・アッ＝サイル古墳群の発掘調査を 5年間かけて実施し、この古墳群と周辺地域の墓制を比
較することによって、上記の問題を検討した。 
一般的に、人間集団は自ら持つ墓制に対してはきわめて保守的なため、ある集団の系譜・起
源を研究するうえで墓制は最適である。また、ワーディー・アッ＝サイル古墳群は、前 2200
年頃すなわち植民直後から作られ始めたディルムン最古の古墳群であるため、ディルムンの起
源を検討するうえで最適の古墳群である。 
 
 
４．研究成果 
 過去の研究では、ディルムンの人々は、東側のイランやオマーン半島から到来したと論じら
れることが多かった。しかし、墓制から判断する限り、この説を受け入れることはできない。 
 今回、ディルムン最古の古墳群ワーディー・アッ＝サイル古墳群を調査した結果、ワーディ
ー・アッ＝サイル古墳群と類似した積石塚古墳群が、西アジアの内陸沙漠北部に広く分布して
いることがわかった。この内陸乾燥沙漠北部に分布する積石塚古墳群は、一般的に遊牧民の墓
と考えられており、沙漠に暮らす遊牧民が何らかの理由で遊牧生活を捨て、海を越えて、バハ
レーン島に移住したと結論付けられた。 
さらに、この私たちの仮説を裏付ける文字資料が、近年、新たにバハレーン隊によって発見
されている。2016 年 11 月にバハレーン古物博物館総局が行った報道資料によれば、彼らが発
掘した前 1700 年ごろのディルムンの王墓から、楔形文字でディルムン王の名前を刻んだ石製容
器の破片が出土したのだ。この石製容器には、「アガルム部族のもの、エンザク神の僕、ヤグリ・
イル」と書かれていた。この王名がアモリ系の名前であったことから、この新発見は、現在、
学会で大変な注目を集めている。 
アモリ人は、メソポタミアの文献資料に登場する南メソポタミアの西方に広がる内陸沙漠北
部に暮らしていた遊牧民の名称である。文献資料によれば、前 2200 年ごろから、このアモリ人
は故地である沙漠を捨て、東方の南メソポタミアに侵入し、、やがて軍事力を持って、南メソポ
タミアの本来の住人であるシュメール人やアッカド人を押さえこみ、有力都市の支配者層を形
成するようになる。例えば、ハンムラビ法典で有名なバビロンのハンムラビ王（在位期間：前
1792 年～前 1750 年頃）もアモリ系で、先祖をたどるとこのアモリ人にたどりつくことが知ら
れている。 
 日本隊の調査、そしてバハレーン隊の調査によって、ディルムンも、内陸沙漠北部からやっ
てきた遊牧民とくにアモリと呼ばれた遊牧民によって打ち立てられた王朝であることが明らか
になりつつある。 
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